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序

　
「
基
礎
基
本
の
修
得
と
個
性
の
伸
長
を
め
ざ
す
書
写
書
道
教
育
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
「
第
二
十
七
回
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
東
京
大
会
報

告
」（
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
日
、
全
書
研
東
京
大
会
事
務
局
）
に
お
い
て
、
今
井
凌
雪

先
生
は
、「
文
字
の
乱
れ
の
第
一
の
原
因
は
正
し
く
整
え
て
書
か
れ
た
字
で
実
際
に
示
さ
れ

る
も
の
に
魅
力
が
な
い
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
標
準
と
し
て
示
さ
れ
る
字
が
形
を
整
え
る

原
則
だ
け
に
よ
っ
て
美
し
さ
の
点
で
魅
力
が
な
い
の
で
す
。
私
は
小
中
学
で
古
典
の
枠
を
つ

く
っ
た
立
派
な
標
準
体
、
こ
れ
以
上
美
し
い
字
は
な
い
と
い
う
ぐ
ら
い
の
標
準
を
我
々
が
示

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
字
の
乱
れ
に
は
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準
的
な
美
し
い
文
字
を
教
科

書
に
示
す
事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

今
井
先
生
の
言
わ
れ
る
「
文
字
の
乱
れ
の
第
一
の
原
因
は
正
し
く
整
え
て
書
か
れ
た
字
で

実
際
に
示
さ
れ
る
も
の
に
魅
力
が
な
い
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。」
と
「
字
の
乱
れ
に
は
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準
的
な
美
し
い
文
字
を
教
科
書
に
示
す
事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。」

は
、
書
写
書
道
教
育
に
お
け
る
基
礎
的
研
究
の
重
要
な
課
題
の
指
摘
で
あ
る
。

　

か
つ
て
筆
者
は
「
書
写
書
道
教
科
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館

の
取
り
組
み
と
所
蔵
品
を
中
心
に

」（『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
第
二
〇
号
、
全
国
大
学
書

写
書
道
教
育
学
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
の
序
に
お
い
て
、
以
下
の
ご
と
く
述
べ
た
。（
１
）

　
「
日
本
に
お
け
る
書
写
書
道
教
育
に
関
す
る
刊
行
図
書
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
意
義
や
特
色
を
有
し
、
歴
史
的
な
効
果
を
及
ぼ

し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
で
も
教
科
書
に
つ
い
て
、
今
後
の
そ
の
適
正
な
在
り
方
や
内
容

を
探
る
う
え
に
お
い
て
も
、
今
そ
の
歴
史
を
現
物
文
献
に
即
し
て
変
遷
・
推
移
の
あ
と
を
検

証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
書
写
書
道
の
教
科
書
や
習
字
手
本
の
類
、
そ
れ
に
関
連
す
る
図
書
や
論
文
、

ま
た
そ
の
収
蔵
機
関
と
収
蔵
内
容
を
管
見
に
及
ん
だ
も
の
を
紹
介
し
、
書
写
書
道
教
科
書
に

関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
京
都
を
中
心
と
し
て
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
書
写
書
道
教
育
史
を
探
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
筆
者
が
京
都
府
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
書
写
書
道
教
育
に
関
し
て
論
じ

た
い
と
考
え
た
の
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
が
、
以
下
の
点
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

明
治
初
年
に
於
け
る
京
都
府
の
教
育
は
、
実
に
光
彩
陸
離
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

単
に
府
民
を
よ
く
教
導
し
て
開
物
成
務
、
皇
道
輔
翼
の
道
に
盡
さ
し
め
た
の
み
で
な
く
、

全
国
府
県
に
は
魁
け
て
よ
き
先
蹤
を
な
し
、
中
央
政
府
に
は
そ
の
重
大
な
る
政
策
の

上
適
当
な
る
例
證
を
示
し
て
、
以
て
新
日
本
建
設
の
聖
業
を
成
す
上
に
大
に
貢
献
し

た
の
で
あ
る
。

　

而
し
て
か
ゝ
る
立
派
な
功
績
を
挙
げ
得
た
に
つ
い
て
は
色
々
な
原
因
が
考
へ
ら
れ

る
。
第
一
は
何
よ
り
も
京
都
が
持
っ
て
い
た
全
体
的
な
素
養
で
あ
り
、
第
二
は
之
を

巧
に
利
用
し
て
府
民
を
善
導
し
た
府
政
当
局
者
の
手
腕
で
あ
り
、
第
三
に
は
時
勢
を

領
得
し
て
よ
く
そ
の
指
導
に
従
っ
て
行
っ
た
府
民
の
努
力
其
他
で
あ
る
。「
第
三
篇　

草
創
期
の
京
都
府
教
育
第
一
章　

明
治
初
年
の
京
都
府
」（『
京
都
府
教
育
史　

上
』

京
都
府
教
育
会
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
、『
日
本
教
育
史
集
成
』
第
一
書
房
、

一
九
八
三
年
四
月
発
行
翻
刻
）

　

つ
ま
り
、
京
都
は
「
Ⅳ　

京
都
に
お
け
る
教
育
史
概
観
」
で
後
述
し
た
よ
う
に
、
全
国
の

府
県
に
先
駆
け
て
、
近
代
的
教
育
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
。
京
都
の
教
育
史
の
沿
革

を
叙
述
す
る
こ
と
は
、
日
本
近
代
教
育
の
動
向
の
一
端
を
語
る
こ
と
に
な
ろ
う
。」

　

本
研
究
は
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館（
２
）の
所
蔵
品
を
中
心
に

調
査
し
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
筆
者
は
数
度
に
わ
た
り
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
以
下
の
諸
点
を
中
心
に
検
討
を
加
え
述
べ
る
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
取
り

組
み
を
、
同
館
の
歴
史
と
事
業
概
要
、
収
蔵
図
書
に
関
し
て
概
略
述
べ
る
。
ま
た
京
都
の
書

写
書
道
教
育
に
関
わ
っ
た
教
育
関
係
者
の
業
績
に
関
し
て
言
及
す
る
。
京
都
独
自
の
書
写
書

道
教
育
の
歴
史
を
探
り
、
風
土
や
環
境
と
の
関
連
に
つ
い
て
究
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

地
域
の
独
自
性
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
京
都
に
お
け
る
書
写
書
道
関
係
資
料
は
、
今
後
の
書
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写
書
道
教
育
の
在
り
方
、
な
か
で
も
教
科
書（
３
）を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
多
く
の
示
唆
を
提

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
当
時
の
教
科
書
を
使
用
し
て
実
際
に
書
写
さ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
課
し
た
の
で
分

析
・
考
察
す
る
。
書
写
書
道
教
育
の
教
科
内
容
の
開
拓
と
教
材
開
発
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。二　

京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
つ
い
て

　

京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
歴
史
と
事
業
概
要
、
収
蔵
図
書
な
ど
の
内
容
に
関
し
て
述
べ
る
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
案
内
資
料
で
あ
る
「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
」
の
「
設
置
目
的
及
び

沿
革
」
に
、
以
下
の
ご
と
く
説
明
す
る
。

　

京
都
府
立
総
合
資
料
館
は
、「
京
都
に
関
す
る
資
料
等
を
総
合
的
に
収
集
し
、
保
存

し
、
展
示
し
て
調
査
研
究
等
一
般
の
利
用
に
供
す
る
」（
総
合
資
料
館
条
例
）
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
三
八
年
十
一
月
十
五
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
京
都
府
百
年
史
の
編
さ
ん
、
東
寺
百
合
文
書
等
の
古
文
書
や
京
都
府
行
政

文
書
の
整
理
・
保
存
業
務
の
開
始
、
収
蔵
庫
等
の
増
築
な
ど
、
所
蔵
資
料
、
業
務
内
容
、

設
備
の
拡
充
を
図
り
、
総
合
資
料
館
は
、
図
書
館
機
能
、
文
書
館
機
能
、
博
物
館
機

能
の
三
つ
の
機
能
を
有
す
る
総
合
的
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
六
三
年
に
博
物
館
機
能
を
発
展
拡
充
さ
せ
た
京
都
府
京
都
文
化
博

物
館
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
美
術
工
芸
資
料
等
の
現
物
資
料
の
収
集
・
保
存
・

展
示
業
務
を
、
同
博
物
館
を
運
営
す
る
（
財
）
京
都
文
化
財
団
に
委
託
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
京
都
府
立
図
書
館
の
改
築
整
備
に
伴
い
、
同

館
と
の
間
で
機
能
と
蔵
書
の
分
担
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
休

館
し
、
所
蔵
図
書
の
約
半
分
を
府
立
図
書
館
に
移
管
す
る
と
と
も
に
、
館
内
施
設
整

備
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
五
月
に
再
開
館
し
た
総
合
資
料
館
は
、「
京
都
に
関
す
る
専
門
資
料
館
」

と
し
て
、
京
都
の
歴
史
、
文
化
、
産
業
、
生
活
等
の
諸
資
料
（
図
書
、
古
文
書
、
行

政
文
書
、
写
真
資
料
、
近
代
文
学
資
料
、
美
術
工
芸
資
料
等
）
を
重
点
的
に
収
集
・

整
理
・
保
存
等
す
る
施
設
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
に
関
す
る
様
々
な
分
野
の
専
門
資
料
が
収
蔵
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
。
所
蔵
資
料
は
大
き
く
三
つ
の
分
野
か
ら
な
っ
て
い
る
。
図
書
資
料
・
文
書
資
料
・
現

物
資
料
で
あ
る
。
図
書
資
料
の
蔵
書
数
は
約
三
二
万
冊
を
数
え
る
。
こ
の
中
に
書
写
書
道
に

関
わ
る
教
科
書
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
書
写
書
道
に
関
わ
る
教
科
書
は
、
一
覧
で
後
掲
し

た
。（
表
１
）
こ
こ
で
は
、
収
蔵
の
中
心
資
料
と
な
る
槙
村
正
直
と
平
井
義
直
の
も
の
を
提

示
し
た
が
、
他
著
者
に
よ
る
も
の
も
所
蔵
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
事
業
の
一
環
と
し
て
、
館
所
蔵
の
資
料
の
展
示
、
講
習
会
・
講
演
会
、
刊
行
物

の
発
行
を
行
っ
て
い
る
。
活
動
の
一
環
を
紹
介
す
る
と
、
講
座
に
、
開
館
五
〇
周
年
記
念
事

業
に
よ
る
総
合
資
料
館
寺
子
屋
講
座
「
夏
を
涼
し
く
！
う
ち
わ
」、
寺
子
屋
講
座
「
聞
こ

う
！
学
ぼ
う
！
京
都
の
民
話
」
な
ど
を
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
総
合
資
料
館
と
府
立
大
学
連

携
に
よ
る
寺
子
屋
（
体
験
）
講
座 

に
「
学
ぼ
う
！
京
野
菜
・
京
の
健
康
食
」
や
、
企
画
展

「
語
り
継
が
れ
る
幕
末
・
維
新
の
京
都
」
な
ど
を
開
講
し
広
く
府
民
に
提
供
し
て
い
る
。

　

更
に
、
図
書
資
料
の
収
集
は
、
京
都
に
関
す
る
資
料
、
日
本
の
歴
史
・
美
術
工
芸
・
伝
統

的
芸
能
等
、
官
庁
資
料
、
雑
誌
・
新
聞
、
貴
重
書
及
び
和
漢
書
な
ど
が
あ
る
。

　

貴
重
書
は
、
同
館
の
案
内
資
料
に
よ
る
と
、「
慶
長
以
前
の
和
書
、
明
代
以
前
の
唐
本
等
、

資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
約
六
〇
〇
点
、
四
四
〇
〇
冊
を
貴
重
書
に
指
定
し
、
保
管
・
閲
覧

に
特
別
な
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
『
平
家
物
語
』
の
数
多
く
の
写
本
や
、
古
活
字
版

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、『
琵
琶
湖
疏
水
図
誌
』
な
ど
京
都
に
関

す
る
資
料
は
当
館
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。」
と
あ
る
。

　

京
都
独
自
の
資
料
は
、
当
館
特
有
の
も
の
で
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

三　

京
都
に
お
け
る
書
写
書
道
に
関
わ
っ
た
教
育
者
と
そ
の
業
績

　

京
都
に
お
け
る
書
写
書
道
に
関
わ
っ
た
教
育
者
と
し
て
、
最
も
重
要
な
二
人
、
槙
村
正
直

と
平
井
義
直
を
取
り
上
げ
、
そ
の
人
と
業
績
に
つ
い
て
述
べ
る
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の

収
蔵
す
る
、
彼
ら
が
執
筆
・
揮
毫
し
た
教
科
書
や
出
版
物
は
一
覧
と
し
て
後
に
掲
げ
る
。

１
、
槙
村
正
直

　

槙
村
正
直
は
（
一
八
三
四

一
八
九
六
、
天
保
五

明
治
二
九
）
長
門
の
国
美
祢
郡
大
田

村
（
現
山
口
県
美
東
町
大
田
）
で
出
生
し
た
。
父
は
長
州
藩
籍
郷
士
格
羽
仁
藤
左
衛
門
正
純
、

号
敬
斎
。
母
は
同
藩
福
岡
氏
長
女
常
子
。
次
男
で
あ
る
。
幼
名
を
安
之
進
、
長
じ
て
通
称
半

九
郎
と
い
っ
た
が
、
そ
の
後
正
直
と
名
乗
り
、
龍
山
・
龍
華
山
人
な
ど
と
号
し
た
。
長
州
藩

槙
村
家
に
養
子
で
入
り
千
賀
と
結
婚
す
る
。
維
新
前
は
長
州
藩
士
、
右
筆
役
で
あ
っ
た
。
明
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治
元
年
九
月
、
御
雇
議
政
官
史
官
試
補
と
し
て
京
都
府
に
出
仕
し
、
同
一
〇
年
第
二
代
京
都

府
知
事
に
な
っ
た
。
長
ら
く
京
都
府
政
に
携
わ
り
、
日
本
最
初
の
公
立
小
学
校
を
開
設
す
る

な
ど
、
京
都
府
の
教
育
の
発
展
に
努
力
し
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
ま
た
御
用
書
林
村
上
勘
兵

衛
、
書
籍
商
大
黒
屋
太
郎
右
衛
門
ら
に
「
京
都
集
書
会
社
」
を
作
ら
せ
、
明
治
六
年
府
立
の

集
書
院
が
開
業
し
た
。
同
一
四
年
知
事
を
退
任
し
、
元
老
院
議
官
に
転
出
し
、
同
二
三
年
貴

族
院
議
員
に
当
選
す
る
。
同
二
九
年
四
月
死
去
す
る
。
享
年
は
六
三
。

　

槙
村
に
関
し
て
、
明
田
鉄
男
著
『
維
新
京
都
を
救
っ
た
豪
腕
知
事
』（
小
学
館
、

二
〇
〇
四
年
一
月
）
が
詳
し
い
。『
図
説
教
育
人
物
事
典

日
本
教
育
史
の
な
か
の
教
育
者

群
像

』
下
巻
（
唐
沢
富
太
郎
編
著
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
七
月
）
の
一
九
、「
地

域
の
教
育
の
発
展
に
献
身
し
た
人
々
」
に
も
概
説
す
る
。

　
『
京
都
府
誌
上
』「
学
者
教
育
家
小
伝
」（
京
都
市
役
所
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
）
に
、「
槙

村
正
直
は
巻
菱
湖（
４
）の
書
風
を
好
ん
だ
た
め
、
菱
湖
風
の
文
字
を
以
て
独
占
せ
ら
れ
、
菱
湖

派
の
村
田
海
石
の
書
が
永
く
採
用
さ
れ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
槙
村
の
元
で
教

科
書
の
書
者
と
し
て
活
躍
し
た
平
井
義
直
、
川
瀬
益
の
書
風
を
見
て
み
る
に
、
巻
菱
湖
風
で

あ
る
。
た
だ
、
槙
村
は
学
校
に
校
名
を
揮
毫
し
た
扁
額
を
寄
贈
し
て
い
る
が
、
彼
自
身
の
書

は
、
雄
渾
で
重
厚
な
趣
を
持
っ
て
い
る
。

　

植
村
は
、
開
明
的
知
事
と
し
て
京
都
の
教
育
界
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。
書
写
・
書
道

の
面
に
お
い
て
も
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
。
槙
村
が
小
学
校
女
児
用
に
刊
行
し
た
半
紙
本
一

冊
の
修
身
の
読
物
の
『
小
学
女
児
手
引
草
』（
一
八
七
四
年
）
は
、「
人
と
生
れ
て
世
に
益
な

く
」（
図
１
）
の
文
言
で
始
ま
り
、
女
児
教
訓
を
説
く
。
平
井
義
直
の
書
に
な
り
、
初
学
者

の
手
習
い
に
も
適
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
八
年
七
月
の
「
京
都
府
下
小
学
下
等
課

業
表
」
に
よ
る
と
、
七
級
に
お
い
て
学
習
さ
れ
た
。
行
書
と
仮
名
の
交
じ
り
書
で
、
書
風
に

片
寄
り
が
な
く
端
正
で
、
筆
脈
は
明
快
で
あ
る
。

　

ま
た
、
槙
村
が
自
ら
編
輯
執
筆
し
た
作
文
用
教
科
書
『
私
用
文
語
』（
全
三
巻
）
は
、
明

治
八
年
七
月
、
京
都
府
下
小
学
下
等
課
業
表
に
よ
り
、
下
等
四
、五
級
の
習
字
用
ま
た
二
級

の
作
文
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
世
間
一
般
の
書
簡
の
用
語
を
収
録
し
た
も
の

で
、
同
じ
く
平
井
義
直
が
書
写
し
て
お
り
、
日
常
の
書
簡
の
贈
答
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
易
で
日
常
書
写
に
適
す
る
書
風
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
彼
が
生
活
に

根
差
し
た
書
風
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

２
、
平
井
義
直

　

平
井
義
直
（
一
八
二
二

没
年
不
詳
、
文
政
五
年

没
年
不
詳
）
は
幼
名
は
万
次
郎
、
書

道
、
和
算
、
漢
学
を
修
め
た
。
嘉
永
五
年
、
義
直
は
公
家
の
高
辻
家
の
家
臣
と
な
り
、
帯
刀

を
許
さ
れ
て
い
る
。
書
家
で
教
育
者
、
春
江
と
号
す
。
妻
は
海
老
名
岩
尾
、
山
科
西
宗
寺
の

娘
で
あ
っ
た
。
平
井
家
の
家
系
は
、
足
利
八
代
将
軍
義
政
の
二
男
義
清
に
遡
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
子
、
義
貞
（
足
利
三
郎
）
の
息
子
が
平
井
雅
兼
を
名
乗
っ
た
の
が
平
井
家
の
始
ま
り
と

さ
れ
る
。

　

平
井
一
族
は
商
家
と
し
て
栄
え
、
そ
の
分
家
が
数
家
あ
る
。
中
に
天
明
七
年
に
分
か
れ
た

「
南
の
平
井
」
と
い
う
家
が
あ
る
。
文
政
七
年
、
こ
の
「
南
の
平
井
」
家
の
娘
、
見ミ

エ
（
後
に

出
家
し
て
栄
覚
尼
）
が
、
宇
治
の
林
家
の
義
徳
を
婿
に
取
り
、
新
た
に
「
巽
の
平
井
」
家
を

開
い
た
。
こ
の
義
徳
の
嗣
子
が
義
直
で
あ
る
。
義
直
は
槙
村
正
直
の
秘
書
格
の
立
場
で
明
治

五
年
、
初
の
女
子
中
等
教
育
機
関
と
し
て
新
英
学
校
と
共
に
開
か
れ
た
女
紅
場
の
習
字
の
教

師
と
な
り
、
後
に
京
都
府
の
学
務
課
長
に
な
っ
た
。

　

明
治
一
〇
年
発
行
の
『
京
都
府
職
員
録
』（
全
）
に
よ
る
と
、
知
事
に
従
五
位
槙
村
正
直

が
、
学
務
課
平
井
義
直
は
九
等
属
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
正
直
の
も
と
で
、
教
科

書
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
。
巻
菱
湖
風
の
書
風
を
よ
く
し
た
。
彼
の
書
風
が
菱
湖
風
で
あ
る
事

の
例
と
し
て
、
表
１
の
No
４
に
掲
げ
た
『
小
学
習
字　

真
書
千
字
文　

全
』
並
び
に
架
蔵
の

明
治
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
平
井
の
書
に
な
る
『
楷
書
千
字
文
』（
全
）
と
、
菱
湖
が
戊
戌

の
歳
に
書
か
れ
た
『
三
体
千
字
文
』（
東
京
書
林
）
と
を
仔
細
に
比
較
検
討
す
る
と
、
細
部

ま
で
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

彼
は
、
習
字
手
本
と
と
も
に
、
小
学
課
業
表
「
句
読
」
第
五
等
で
使
用
さ
れ
た
京
都
府
が

編
集
し
た
教
科
書
『
小
学
子
弟
心
得
草
』
を
書
写
し
て
い
る
。『
小
学
習
字　

行
書
千
字
文
』

は
、
千
字
文
を
行
書
体
で
書
い
た
習
字
手
本
で
あ
る
。
字
形
は
整
正
で
、
筆
脈
は
明
快
、
運

筆
・
用
筆
が
初
学
者
に
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
調
和
統
一
さ

れ
て
お
り
、
穏
健
な
書
風
で
、
義
直
の
書
技
能
力
の
高
さ
が
伺
え
る
。

　

ま
た
『
千
字
文
備
考　

全
』（
大
黒
屋
太
郎
右
衛
門
、
明
治
一
二
年
）
の
編
纂
が
あ
り
、

彼
が
書
写
の
能
力
と
と
も
に
、
漢
学
や
文
字
学
の
知
識
も
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。　

　

更
に
、
公
務
の
余
暇
に
家
塾
「
若
水
堂
」
を
西
洞
院
椹
木
町
に
開
き
子
弟
の
教
育
に
あ

た
っ
た
。
筆
道
は
楷
行
草
を
学
ば
せ
、
読
物
は
小
学
校
課
業
書
及
歴
史
を
復
習
さ
せ
た
。

　

子
息
に
平
井
金
三
（
一
八
五
九
〜
一
九
一
六
）
が
い
る
。
金
三
は
、
明
治
大
正
時
代
の
言

語
学
者
・
宗
教
家
・
思
想
家
・
僧
侶
・
心
霊
研
究
者
で
あ
っ
た
。
幼
名
は
麟
三
郎
、
後
に
金
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四

神　野　雄　二

三
郎
、
そ
し
て
金き

ん
ざ三
と
改
名
し
て
い
る
。
元
服
し
て
義
政
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、

臨
済
宗
で
出
家
し
た
際
の
法
名
は
龍
華
で
あ
る
。
吉
永
進
一
氏
に
よ
る
文
部
科
学
省
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
「
平
井
金
三
に
お
け
る
明
治
仏
教
の
国
際
化
に
関
す
る
宗
教

史
・
文
化
史
的
研
究
」（
課
題
番
号
・
一
六
五
二
〇
〇
六
〇
）
に
、
平
井
金
三
研
究
の
成
果

が
あ
る
。

四　

平
井
義
直
の
『
改
正
千
字
文
』
を
使
用
し
た
授
業
実
践
を
通
し
て
そ
の
成
果
と 

展
望

　

平
井
義
直
の
『
小
学
下
等
第
一
級　

習
字
帖
』（
全
九
冊
）（
改
正
千
字
文
之
部
）（
図
２
）

（
図
３
）
を
使
用
し
て
授
業
実
践
を
行
っ
た
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
『
千
字
文
』
を

書
写
さ
せ
、
ま
た
こ
れ
を
書
写
し
た
所
感
を
記
述
さ
せ
た
。
特
に
現
行
の
教
科
書
の
教
材
と

の
比
較
、
こ
れ
ら
が
中
学
校
の
書
写
教
育
教
材
と
し
て
適
し
た
も
の
か
ど
う
か
な
ど
に
関
し

て
質
問
し
た
。
被
験
者
は
、
熊
本
大
学
の
書
写
・
書
道
を
履
修
す
る
国
語
科
の
学
生
二
〇
名

で
あ
る
。
回
答
を
分
析
し
今
後
の
教
科
書
教
材
の
在
り
方
を
探
っ
て
み
た
い
。

中
学
校
の
書
写
の
教
材
と
し
て
ど
う
思
う
か
。
ま
た
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
。

ィ
、
適
切
で
あ
る
と
の
回
答
。

・
書
写
の
学
習
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
生
徒
に
興
味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。『
千
字
文
』
を
書
く
こ
と
は
楽
し
く
、
教
材
と
し
て
適

し
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、
普
段
教
科
書
の
文
字
し
か
見
て
い
な
い
子
供
た
ち
に
個
性

豊
か
な
千
字
文
を
見
せ
る
こ
と
で
「
も
っ
と
遊
び
を
も
た
せ
て
文
字
を
書
い
て
も
良
い

の
だ
」「
文
字
を
書
く
こ
と
は
自
由
で
楽
し
い
の
だ
」
と
、
普
段
の
単
調
な
文
字
を
書
き

写
す
だ
け
の
マ
ン
ネ
リ
か
ら
抜
け
だ
す
た
め
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思
う
。

　
『
千
字
文
』
自
体
、
古
く
か
ら
学
習
に
使
わ
れ
て
き
て
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
学
習
教
材
が
失
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
が
『
千
字
文
』
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

・『
千
字
文
』
を
書
い
て
み
て
、
こ
の
文
字
は
細
め
の
線
で
も
っ
て
、
点
画
の
連
続
・
変
化
・

省
略
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
よ
り
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
書
写
を
学
習
す
る
上
で
の
基
礎
基
本
で
あ
る
か
ら
、
基
礎
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
る
に
は
、『
千
字
文
』
を
学
習
す
る
の
は
効
果
的
だ
と
思
う
。

・『
千
字
文
』
は
書
写
の
教
材
と
し
て
適
し
て
い
る
と
思
う
。
書
写
に
お
い
て
「
書
く
」
と

い
う
最
も
重
要
な
部
分
を
押
さ
え
て
い
る
か
ら
だ
。
現
在
で
は
、
な
ぜ
書
く
の
か
、
ど

の
よ
う
に
生
活
に
生
か
す
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
書
く
が
、『
千
字
文
』
は
こ

の
丁
寧
に
「
書
く
」
と
い
う
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
「
書

写
」
の
教
科
書
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

・
千
字
文
は
表
現
が
多
彩
で
、
書
写
と
い
う
科
目
を
学
ぶ
う
え
で
と
て
も
重
要
な
も
の
だ
と

思
う
。
い
か
に
整
っ
て
速
く
書
け
る
字
に
す
る
か
、
い
か
に
美
し
く
見
せ
る
か
と
い
う

究
み
の
例
が
千
字
文
で
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
、
書
写
に
生

か
す
要
素
は
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
。

・
現
行
の
教
科
書
は
、
整
え
て
正
確
な
字
を
書
く
こ
と
を
、
そ
し
て
目
的
に
応
じ
て
書
く
こ

と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
と
思
う
。
一
字
一
字
を
正
確
に
書
く
こ
と
が
で
き
、
な
お
か

つ
生
き
た
文
字
と
し
て
実
生
活
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
書
写
」

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
千
字
文
を
使
い
書
写
す
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

う
と
芸
術
性
も
帯
び
て
お
り
、「
伝
統
文
化
に
触
れ
る
」
と
い
う
色
合
い
が
強
い
よ
う
に

思
っ
た
。

ロ
、
不
適
切
で
あ
る
と
の
回
答
。

・
全
て
の
文
字
を
『
千
字
文
』
と
し
て
書
写
し
て
い
く
こ
と
は
「
正
確
な
文
字
」
が
求
め
ら

れ
る
、
小
中
学
生
に
は
適
し
て
い
な
い
と
思
う
。
が
、
歴
史
的
に
「
こ
の
よ
う
な
『
千

字
文
』
の
文
字
も
あ
る
」
と
い
う
形
で
学
ぶ
こ
と
は
よ
い
と
思
う
。
ま
た
、
子
供
た
ち

の
見
解
の
広
が
り
、
思
考
力
の
応
用
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・『
千
字
文
』
を
書
写
の
教
科
書
と
し
て
使
用
し
て
み
て
、
今
の
私
た
ち
か
ら
す
る
と
、
と

て
も
難
し
く
思
え
る
。
し
か
し
当
時
の
書
写
教
育
の
水
準
の
高
さ
を
感
じ
た
。
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書写書道教科書に関する基礎的研究

・
字
形
を
正
し
く
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
中
学
生
に
向
け
て
の
教
材
と
し
て
は
少
し
文

字
の
形
が
く
ず
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
基
本
点
画
な
ど
を
き
ち
ん
と
学
ば
せ
る
の

に
は
適
し
て
い
な
い
と
思
う
。
中
学
生
に
向
け
て
「
体
験
し
て
み
る
」
と
い
う
扱
い
で

書
か
せ
る
の
は
い
い
と
思
う
。

・
現
在
学
習
し
て
い
る
教
科
書
の
も
の
と
比
べ
る
と
変
則
的
な
点
画
が
多
く
、
場
合
場
合
に

よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
や
は
り
基
礎
基
本
を
押
さ
え
る
の
が
難
し
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

・
こ
れ
は
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
お
い
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
千
字
文
は
私
た
ち
が
普
段

身
に
触
れ
な
い
文
字
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
千
字
文
を
書
写
の
教
材
と
し
て
し
ま
う
と
、

私
た
ち
は
書
き
方
が
分
か
ら
ず
、
コ
ツ
を
つ
か
む
の
に
多
大
な
る
時
間
を
浪
費
し
て
し

ま
う
。
普
段
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
文
字
を
教
材
と
し
て
書
写
教
育
を
行
っ
た
ほ
う

が
よ
り
実
用
的
だ
と
私
は
考
え
た
。

・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
、「
文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
書
写
の
能
力
を
学
習
や
生
活
に
役
立
て
る
態
度
を
育
て
る
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
。」
と
あ
る
。『
千
字
文
』
の
漢
字
は
あ
る
程
度
整
っ
て
い
て
、
一
見
書
写
す

る
に
は
問
題
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
芸
術
と
し
て
書
か
れ
た
も
の

な
の
で
、
線
の
太
さ
が
一
定
で
な
か
っ
た
り
、
点
画
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
文
字
を
正
し
く
、
生
活
に
役
立
て
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
目
的
か

ら
外
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
書
写
の
教
材
と
し
て
不
適
当
だ
と
考
え
た
。

こ
こ
で
、
現
行
の
中
学
校
『
学
習
指
導
要
領
』
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　
　

第
３　

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

２　

第
２
の
各
学
年
の
内
容
の
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
〕
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

（
２
）〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
の
（
２
）
に
示
す
事

項
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
。 

ア　

文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
書

写
の
能
力
を
学
習
や
生
活
に
役
立
て
る
態
度
を
育
て
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

　

学
生
は
『
学
習
指
導
要
領
』
の
内
容
を
実
に
的
確
に
理
解
し
て
い
た
。『
千
字
文
』
を
現

代
の
教
材
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
へ
の
賛
否
は
両
論
あ
っ
た
が
、
国
語
科
書
写
の
内
容
を
汲

み
取
り
、
芸
術
科
書
道
の
内
容
を
踏
ま
え
る
学
生
は
概
ね
賛
成
が
多
か
っ
た
。

　

平
井
義
直
の
『
千
字
文
』
と
い
う
、
整
斉
な
教
材
を
用
い
て
の
学
習
で
あ
っ
た
が
、
学
生

は
現
行
の
教
科
書
と
適
正
に
比
較
し
て
回
答
し
た
。
学
生
の
書
写
し
た
提
出
物
は
生
き
生
き

と
し
た
も
の
で
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
か
ら
、
当
時
の
習
字
教
科
書
を
使
用
し
た
書
写

指
導
は
、
書
写
へ
の
理
解
を
深
め
書
写
能
力
を
高
め
る
に
お
い
て
、
よ
り
有
効
性
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　

今
井
先
生
の
言
わ
れ
る
「
文
字
の
乱
れ
の
第
一
の
原
因
は
正
し
く
整
え
て
書
か
れ
た
字
で

実
際
に
示
さ
れ
る
も
の
に
魅
力
が
な
い
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。」
と
「
字
の
乱
れ
に
は
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準
的
な
美
し
い
文
字
を
教
科
書
に
示
す
事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。」

か
ら
考
え
る
に
、
現
行
の
教
科
書
教
材
は
、
幾
分
文
字
の
字
形
と
線
質
に
お
い
て
無
機
質
で

硬
直
化
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
筆
勢
を
出
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
基
礎
基
本
を
徹
底
す
る
あ
ま
り
、
文
字
を
書
写
す
る
喜
び
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
手
書
き
す
る
活
動
を
楽
し
む
心
情
を
形
成
す
る
こ
と
こ
そ
、
書
写
学
習
の

基
盤
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
教
科
書
観
に
よ
ら
ず
、
時
代
に
適
応
し
た
教
材
の
開
発
は
、

絶
え
ず
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

五　

結

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
教
科
書
観
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
授
業

研
究
・
学
習
者
研
究
を
進
め
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
魅
力
に
富
ん
だ
教
材
を
創
出
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
教
科
書
の
基
礎
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
教
科
書
教
材
史
研
究

の
充
実
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
確
か
に
教
科
書
は
、
社
会
的
・
教
育
的
・
文
化
的
・
制
度
的
な

要
因
が
働
く
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
臨
床
の
「
知
」
に
基
づ
く
教
材
開
発
に
あ
た
ら
な

け
れ
ば
将
来
の
展
望
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。

今
回
の
教
育
実
践
を
通
し
て
、
以
下
の
提
案
を
し
た
い
。

①
毛
筆
書
写
に
お
い
て
、
教
科
書
の
範
書
例
を
も
っ
と
筆
勢
を
示
し
た
、
躍
動
感
あ
る

も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
文
字
を
書
写
す
る
喜
び
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

②
硬
筆
書
写
に
お
い
て
、
始
筆
や
終
筆
を
き
ち
ん
と
表
し
、
自
然
な
動
き
を
取
り
入
れ
る
。
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こ
れ
に
よ
り
点
画
が
明
確
に
な
ろ
う
。

③
先
人
の
習
字
手
本
を
掲
載
し
、
先
人
が
文
字
を
学
ん
で
き
た
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
書
写
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
大
切
さ
を

知
る
。
こ
れ
は
中
学
校
の
学
習
内
容
と
さ
れ
て
い
な
い
発
展
学
習
の
位
置
付
け
に
な

る
が
、
教
科
書
の
資
料
編
「
昔
の
教
科
書
を
学
ぼ
う
」
や
、
コ
ラ
ム
「
昔
の
人
が
書

い
た
文
字
を
見
よ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
国
語
を

尊
重
し
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
へ
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

毛
筆
に
よ
る
書
写
書
道
教
育
の
学
習
実
践
は
、
我
が
国
の
伝
統
的
で
豊
か
な
言
語
文
化
を

認
識
し
、
ま
た
文
字
文
化
を
尊
重
し
、
親
し
ん
で
い
く
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
ま
さ
に
毛
筆
書
写
教
育
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
次
世
代
を
担
う

青
少
年
の
育
成
は
急
務
と
い
え
よ
う

　

そ
の
意
味
か
ら
も
、
図
書
館
、
文
書
館
、
博
物
館
の
三
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
総
合
文

化
施
設
と
い
え
る
京
都
府
立
総
合
資
料
館
は
、
京
都
府
に
関
す
る
図
書
、
古
文
書
、
美
術
工

芸
資
料
な
ど
を
収
集
・
保
管
、
研
究
、
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
更
に
そ

の
存
在
意
義
は
高
ま
っ
て
い
こ
う
。

　

京
都
は
長
ら
く
、
文
化
・
教
育
・
学
問
芸
術
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
同
地
の
書
写
書
道
教

育
の
歴
史
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
意
義
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
育
や
学
問
が
継
承
さ
れ

て
お
り
、
現
在
そ
の
資
料
の
多
く
が
ま
だ
遺
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
も
早
急

に
保
存
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
で
き
う
れ
ば
史
的
資
料
の
収
集
整
理
、
一
大
集
成

の
実
現
が
望
ま
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
か
ら
、
教
育
の
分
野
に
お

け
る
資
料
の
収
集
・
保
存 

や
展
示
な
ど
の
諸
活
動
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
収
蔵
さ
れ
て
い

る
書
写
書
道
の
資
料
を
提
示
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

教
科
書
や
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
の
保
存
や
活
用
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
京
都

の
書
写
書
道
教
育
に
関
わ
っ
た
教
育
関
係
者
の
人
と
業
績
に
関
し
て
言
及
し
た
。

　

ま
た
今
回
実
際
に
当
時
の
教
科
書
を
使
用
し
た
実
践
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
と
展
望

か
ら
教
科
内
容
の
開
拓
と
充
実
を
は
か
る
必
要
性
が
思
わ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
の
筆
者

に
よ
る
習
字
教
材
を
用
い
た
実
践
研
究
を
進
め
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
京
都
府
立
総
合
資
料

館
や
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
の
更
な
る
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
時
期
各
地
域
の
当

該
教
科
書
や
図
書
を
集
成
し
、
組
織
的
・
体
系
的
・
学
的
に
研
究
を
深
め
た
い
。
そ
れ
は
、

わ
が
国
の
書
写
書
道
教
育
の
特
色
、
ま
た
地
域
の
独
自
性
等
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
り
、
書

写
書
道
教
育
の
教
科
内
容
の
開
拓
と
教
材
開
発
な
ど
の
書
の
基
礎
研
究
に
な
り
う
る
も
の
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
書
写
書
道
教
育
に
関
す
る
文
献
や
書
教
育
者
を
発
掘
顕
彰
し
て

ゆ
き
た
い
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
・
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
・
巻

菱
湖
記
念
時
代
館
に
は
資
料
の
閲
覧
の
便
を
図
っ
て
頂
い
た
、
ま
た
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
（
註
）

（
１
）
筆
者
は
二
〇
〇
五
年
、
第
二
十
回
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
千
葉
大
会
に
お
い
て
「
京
都

に
お
け
る
書
写
書
道
教
教
育
史
研
究

京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
の
取
り
組
み
と
収
蔵
品
を
中

心
に

」
と
の
テ
ー
マ
の
も
と
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
聴
講
下
さ
っ
た
久
米
公
先
生

は
「
興
味
あ
る
内
容
の
ご
発
表
で
し
た
。
ご
研
究
の
金
の
鉱
脈
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ね
。」
と

ご
質
問
と
併
せ
て
コ
メ
ン
ト
し
て
下
さ
っ
た
。

（
２
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
は
現
在
新
資
料
館
を
建
設
中
で
あ
る
。
館
の
説
明
に
よ
る
と
以
下
の
内

容
と
い
う
。

　
　
　

現
在
、
二
〇
一
六
年
の
開
設
を
目
指
し
て
、
現
在
地
か
ら
南
へ
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
っ
た

と
こ
ろ
に
、
床
面
積
二
四
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
新
館
を
建
設
し
て
い
る
。
こ
の
新

館
に
は
現
在
の
当
館
の
機
能
が
ま
る
ご
と
移
る
と
と
も
に
、
京
都
府
立
大
学
附
属
図
書
館
と
同

大
学
文
学
部
棟
が
合
築
さ
れ
、
さ
ら
に
、
高
度
な
「
京
都
学
」
の
構
築・研
究
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
と
京
都
研
究
の
啓
発
・
普
及
・
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
国
際
京
都
学
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
二
〇
一
三
年
夏
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
、
本
体

工
事
自
体
は
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
完
工
予
定
で
あ
る
。

（
３
）『
国
語
科
教
育
学
研
究
の
成
果
と
展
望
Ⅱ
』（
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
、
学
芸
図
書
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
幾
田
伸
司
氏
の
「
教
科
書
教
材
史
研
究
」
に
よ
る
と
、「
教
科
書
教
材
と
は
、

教
育
内
容
を
学
習
者
が
習
得
す
る
た
め
の
媒
材
と
し
て
、
選
定
あ
る
い
は
作
成
さ
れ
た
具
体
的

テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

　
　
　

ま
た
安
藤
隆
弘
「
教
育
書
道
史
点
綴
（
１
）」（『
書
学
』
通
巻
四
一
五
号
、
日
本
書
道
教
育
学

会
、
昭
和
五
九
年
一
〇
月
）
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

名
著
『
教
科
書
の
歴
史
』（
唐
沢
富
太
郎
著
、
創
文
社
、
昭
和
三
一
年
）
の
序
の
冒
頭
に
「
教

科
書
が
日
本
人
を
作
っ
た
。」
と
あ
る
。

　
　
　

そ
こ
ば
く
の
註
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
る
教
科
書
の
位
置
・
役
割

を
適
確
・
簡
明
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

戦
前
の
国
語
の
教
科
書
は
「
読
本
」
で
あ
り
、
声
を
上
げ
て
読
み
、
暗
誦
す
る
ま
で
何
回
も
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何
回
も
繰
り
返
し
を
続
け
て
い
た
。
書
道
の
教
科
書
は
「
お
手
本
」
で
あ
り
、
一
点
一
画
も
ゆ

る
が
せ
に
し
な
い
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。
国
定
教
科
書
を
使
用
し
た
同
じ
年
代
の
者
は
、
地

域
的
に
離
れ
て
学
習
し
て
い
て
も
、
共
通
の
話
題
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
教
科
書

に
対
し
て
の
懐
か
し
さ
と
愛
着
を
育
み
続
け
た
。

　
　
　

戦
後
の
教
科
書
は
、色
ど
り
が
豊
か
に
な
っ
た
。
学
習
の
た
め
の
手
引
や
解
説
な
ど
が
加
わ
り
、

自
学
自
習
の
た
め
に
便
利
に
な
っ
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
制
度
の
下
、
社
会
的
要
請
に
応
え
つ
つ
教
科
書
が

編
集
さ
れ
た
。
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
教
材
は
、
我
が
国
の
当
時
の
文
化
水
準
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
遺
産
と
し
て
次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
を
希
求
し
た
。
教
科
書
を
知
り
、
教
科
書
を

研
究
す
る
こ
と
は
、
先
人
と
、
後
の
世
代
へ
込
め
た
思
い
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
次
の
世
代
で

あ
る
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
思
う
。

（
４
）
巻
菱
湖
は
書
家
と
し
て
卓
抜
な
手
腕
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
書
写
書
道
の
習
字
手
本
の
書
者
と

し
て
甚
だ
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
。
彼
と
彼
の
系
譜
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
教
科
書
史
研

究
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
。
ま
た
書
写
書
道
教
育
の
内
容
開
拓
と
教
材
開
発
に
と
っ
て
も
大
切

で
あ
る
。
今
後
、
巻
菱
湖
と
そ
の
一
派
の
教
育
的
な
面
か
ら
の
研
究
を
進
め
て
み
た
い
。
菱
湖

の
先
行
研
究
に
春
名
好
重
先
生
と
北
川
博
邦
先
生
の
ご
高
著
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
三
月
に
巻

菱
湖
記
念
館
が
新
潟
市
に
開
館
し
た
。
私
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
、
磯
島
館
長
の
ご
厚
意
で
菱

湖
の
書
を
具
に
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
芸
術
的
な
品
格
と
と
も
に
、
伝
統
的
で
整
斉
な

書
風
に
、
生
活
書
字
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
書
写
書
道
教
育
の
教
科
書
に
採
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
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図１　槙村正直『小学女児手引草』

図３　平井義直『改正千字文』 図２　平井義直『改正千字文』表紙
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表 1　京都府立総合資料館所蔵　習字手本一覧（槙村正直・平井義直に関するものを中心とする）
No 書　　名 著者・書者名 発行年等 発行所・発行人 仕様等 注記・備考
1 『村童必誦　全』（一名地方農業往来） 神崎先生編輯　川瀬白巖先

生書
1873(M6･10)
官許
1874(M7･1)
刻成

発売書肆
福井源治郎　遠藤平左
衛門　伊東九兵衞

40 丁
22.1×11.5㎝

兵庫県下書肆鳩居堂梓

2‒1 『小学下等第一級　習字帖』
（全九冊）（改正千字文之部）

平井義直書 1875(M8･6･15)
許可

京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

48 丁
22.0×14.7㎝

京都府蔵版

2‒2 『小学下等　第三級　習字帖』
（京都町名之部）

平井義直書 1875(M8･6･15)
許可

京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

26 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

2‒3 『小学下等　第四級　習字帖』
（苗字抄之部）

平井義直書 1875(M8･6･15)
許可

京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

42 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

2‒4 『小学下等　第五級　習字帖』
（名頭字之部）

平井義直書 （年月日記載なし）京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

26 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

2‒4 『小学下等　第五級　習字帖』
（受取諸券之部）

平井義直書 （年月日記載なし）京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

24 丁
22.2×15.1㎝

京都府蔵版

2‒5 『小学下等　第六級　習字手本』
（楷書之部下）

平井義直書 （年月日記載なし）京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

82 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

2‒6 『小学下等　第七級　習字帖』
（楷書之部上）

平井義直書 （年月日記載なし）京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

22 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

2‒7 『小学下等　第七級　習字帖』
（小学子弟心得草）

平井義直書 （年月日記載なし）京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

26 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

2‒8 『小学下等　第七級　習字帖』
（2・7と同本）

平井義直書 （年月日記載なし）京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

26 丁
22.0×14.8㎝

京都府蔵版

3 『千字文』 平井義直書 1875(M8･6･15)
許可

京都書籍会社
大黒屋太郎右衛門

66 丁
22.8×15.0㎝

京都府蔵版

4 『小学習字　真書千字文　全』 平井義直筆者 1877(M10･4)
刻成

出版人　細川清助
発兌人　松山喜輔
発兌人　大谷仁兵衛

58 丁
22.0×15.3㎝

京都書林　細川氏蔵梓

5‒1 『私用文語　一編　全』 京都府士族　槙村正直著
平井義直謹書

1878(M11･6)
刻成

出版人　羽仁謙吉
発兌人　御用書林
村上勘兵衛

140 丁
22.0×15.0㎝

京都　羽仁謙吉蔵版

5‒2 『私用文語　二編　全』 京都府士族　槙村正直著 1879(M12･5)
刻成

出版人　羽仁謙吉
発兌人　御用書林
村上勘兵衛

162 丁
22.0×15.0㎝

京都　羽仁謙吉蔵版

5‒3 『私用文語　三編　全』 京都府士族　槙村正直著 1879(M12･5)
刻成

出版人　羽仁謙吉
発兌人　御用書林
村上勘兵衛

174 丁
22.0×15.0㎝

京都　羽仁謙吉蔵版

6 『千字文備考　全』 平井義直編纂人 1879(M12･9)
刻成

出版人　大黒屋太郎右
衛門

72 丁
22.2×15.2㎝

大黒屋太郎右衛門蔵版

7 談話書取『作文手引草　下編　全』 水原幸次郎著人
平井義直検閲

1880(M13･3･15)
刻成発兌

出版人　内藤彦一 56 丁
18.0×12.4㎝

内藤書楼蔵

8 『京都府管内地誌略　山城之部』 編輯　平井義直
校正　河邨與一郎

1881(M14･12)
刻成発兌

出版人　杉本甚介 86 丁
25.5×18.0㎝

復刻
発行兼印刷者　
文化歴史資料館　風土誌研究
所所長　松井淳
（原本 1881 年 12 月刻成発兌）

9‒1 『小学新撰修身書』巻二 平井義直編纂
安原時太郎閲

1882(M15･6) 編輯者　平井義直
出版人　杉本甚助

40 丁
21.3×14.5㎝

安原時太郎閲

9‒2 『小学新撰修身書』巻三 平井義直編纂 1882(M15･6) 編輯者　平井義直
出版人　杉本甚助

28 丁
21.4×14.5㎝

安原時太郎閲

9‒3 『小学新撰修身書』巻四 平井義直編纂 1882(M15･7) 編輯者　平井義直
出版人　杉本甚助

34 丁
21.4×14.5㎝

安原時太郎閲

9‒4 『小学新撰修身書』巻五 平井義直編纂 1882(M15･7) 編輯者　平井義直
出版人　杉本甚助

40 丁
21.5×15.7㎝

安原時太郎閲

10 『小学中等　新撰読本　巻六』 百束誠助・河原一郎　同閲 1884(M17･9･5)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編　輯　平井義直

71 丁
22.4×15.1㎝

11 『改正　新刻　習字本』
（初等第一級　府県名及著名之地名　九）

編輯兼書者　平井義直 1882(M15･8)
出版発兌

出版人　杉本甚助 40 丁
21.2×14.3㎝

12 『小学下等第一級　受取諸券』 平井義直書 1882(M7･1) 製本売弘処 京都書籍会
社 大黒屋太郎右衛門

26 丁
22.1×14.9㎝

京都府蔵版

13 『小学中等新撰読本　巻之三上』 百束誠助・河原一郎 1884(M17･9･5)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編集者　平井義直

64 丁
22.3×15.0㎝

14 『小学中等新撰読本　巻之三下』 百束誠助・河原一郎 1884(M17･9･5)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編集者　平井義直

64 丁
22.1×14.8㎝

15 『小学中等新撰読本　巻之四』 百束誠助・河原一郎 1884(M17･9･5)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編集人　平井義直

42 丁
22.3×15.1㎝

16 『小学中等新撰読本　第之五』 百束誠助・河原一郎 1884(M17･9･5)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編　集　平井義直

62 丁
22.4×15.1㎝

17 『小学中等新撰読本　巻之六』 百束誠助・河原一郎 1884(M17･9･5)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編　集　平井義直

72 丁
22.5×15.2㎝

18 『小学中等新撰読本　巻之一』 百束誠助・河原一郎 1885(M18･11･20)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編輯者　平井義直

56 丁
22.0×14.9㎝

教育書房　二酉楼蔵

19 『小学中等新撰読本　巻之二』 百束誠助・河原一郎 1885(M18･12･10)
刻成発兌

出版人　杉本甚介
編　集　平井義直

46 丁
22.0×14.9㎝

教育書房　二酉楼蔵

20 『学校必要　私用文之教』 林正躬先生著
川瀬白巌先生書

1875(M8･1)
刻成

三府発行書肆　東京大
阪京都

識文 (2 丁 )
本文 (60 丁 )
奥付 (裏表紙に )
21.7×14.9㎝

三書堂蔵

21 『小学初等第四級　習字本』 苅谷保敏先生書 1882(M15･4)
刻成発兌

出版人　大黒屋太郎右
衛門

34 丁
21.5×14.5㎝

版権所有　大黒屋蔵版
宮内省御用掛　伊勢華君題字

22 『小学山城地誌　全』 松野新九郎閲 1882(M15･5)
刻成

纂　輯　遠藤茂平
校　定　安原時太郎
出版人　村上勘兵衛

72 丁
20.8×14.5㎝

御用書林　村上勘兵衛
活字本

23 『小学習字真書千字文』 平井義直筆者 1877(M10･4)
刻成発兌

出版人　細川清助
発兌人　松山喜輔
発兌人　大谷仁兵衛

58 丁
22.0×15.3㎝

京都書林
細川氏蔵梓

24 『中学開業祝詞』 平井義直書 1873(M6･10)
官許

大黒屋太郎右衛門 32 頁
25.4×18.3㎝

京都書籍会社蔵版

25 槙村正直書翰 槙村正直書 1888 杉浦次郎右衛門宛 17.0×182㎝ 封筒入り
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